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  平成 30 年９月定例会

小美玉市議会には３つの常任委員会 （総務 ・文教福祉 ・産業建設） があります。
議員はいずれかの委員会に属し議案審査に当たります。 ９月定例会の議案審査の概要は次のとおりです。

常任委員会 Q＆ A

総
　
　
務
（委員）
長　島
村　田
大和田
小　川
岩　本
植　木

◎
動
産
の
買
入
れ
契
約
の
締
結

　

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

Ｑ  

高
規
格
救
急
自
動
車
更
新
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
な
新
し
い
機
械
器
具
が

入
る
の
か
。

Ａ  

資
器
材
の
新
規
に
つ
い
て
は
、
全

自
動
高
圧
蒸
気
滅
菌
器
及
び
ベ
イ

ン
ラ
イ
ト
Ｅ
Ｍ
Ｓ
ポ
ケ
ッ
ト
型
静

脈
描
出
ラ
イ
ト
等
を
納
入
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ  

入
札
の
経
緯
に
つ
い
て
、
一
回
で

落
札
し
た
の
か
。
指
名
業
者
７
社

の
選
定
は
。

Ａ  

一
回
で
落
札
し
た
。
入
札
指
名
業

者
７
社
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
車

両
販
売
、
特
殊
車
両
等
の
３
社
、

医
療
機
器
及
び
医
薬
品
等
で
４
社

で
、
高
度
救
命
処
置
資
器
材
を
高

規
格
救
急
自
動
車
に
積
載
し
、
車

両
メ
ー
カ
ー
と
医
療
機
器
等
を
合

わ
せ
た
中
で
、
実
績
、
取
扱
い
の

あ
る
業
者
を
選
定
し
た
。

【賛否が分かれた議案等】

No 議案に対する賛否
（賛成：○・反対：●）

議
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 19 20

村
田  

春
樹

鈴
木  

俊
一

木
村  

喜
一

植
木  

弘
子

石
井  　

旭 

幡
谷  

好
文

谷
仲  

和
雄

長
島  

幸
男

岩
本  

好
夫

福
島  

ヤ
ヨ
ヒ

藤
井  

敏
生

小
川  

賢
治

大
槻  
良
明

関
口  
輝
門

笹
目  

雄
一

大
和
田  

智
弘

戸
田  

見
成

荒
川  

一
秀

野
村  

武
勝

77 小美玉市小美玉温泉ことぶき条例の一部を改正
する条例

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

100 指定管理者の指定について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情
１ 主要農作物種子法の復活等をもとめる陳情

不
採
択

● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

◎
防
犯
カ
メ
ラ
の
整
備
工
事
に

 
 

つ
い
て

　

Ｑ  

防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
の
設
置
場
所

の
考
え
方
及
び
カ
メ
ラ
の
規
格

は
。

Ａ  

設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の

発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
所
、
小

中
学
校
周
辺
及
び
主
要
幹
線
交

差
点
等
に
カ
メ
ラ
の
増
設
を
予

定
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
回
は
茨
城
国
体
に
向

け
て
の
安
全
強
化
の
一
環
と
し

て
の
県
事
業
で
、
国
体
の
会
場

地
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
沿
い
を

中
心
に
設
置
す
る
。

規
格
に
関
し
て
は
す
べ
て
同
型

の
も
の
を
設
置
予
定
。

▲総務常任委員会の様子

委員会ＱＡ
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議会だより 第 51号

文
教
福
祉
（委員）
関　口
鈴　木
荒　川
戸　田
藤　井
谷　仲
石　井

◎
小
美
玉
温
泉
こ
と
ぶ
き
条
例

　

の
一
部
改
正
に
つ
い
て　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ  

今
回
の
条
例
改
正
の
効
果
、
メ
リ

ッ
ト
は
。

Ａ  

受
益
者
負
担
の
適
正
化
並
び
に
税

負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
こ
と

な
ど
、
料
金
改
正
に
よ
る
使
用
料

の
分
か
り
や
す
さ
や
収
入
の
増
、

迷
惑
行
為
の
減
少
に
期
待
す
る
。 

◎
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協     

　

議
会
設
置
条
例
の
制
定
に
つ

　

い
て

Ｑ  

協
議
会
の
会
議
実
施
状
況
は
。

Ａ  

今
年
度
は
代
表
者
会
議
が
１
回
、

個
別
ケ
ー
ス
検
討
会
議
が
３
回
、

実
務
者
会
議
は
今
後
予
定
し
て
い

る
。

◎
市
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト 

　

ワ
ー
ク
運
営
委
員
会
設
置
条

　

例
の
制
定
に
つ
い
て

Ｑ  

虐
待
の
把
握
状
況
は
。

委員会ＱＡ

が
即
時
対
応
し
て
い
る
が
、
舗

装
の
打
換
え
な
ど
業
者
に
発
注

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、

状
況
に
も
よ
る
が
２
～
３
年
か

か
る
案
件
も
あ
る
。

◎
市
道
認
定
に
つ
い
て

Ｑ  

畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
に
係
る
市

道
認
定
が
今
に
な
っ
た
理
由
は
。

Ａ  

道
路
の
整
備
自
体
は
Ｈ
29
年
度
中

に
完
了
し
た
が
、
畑
地
の
換
地

が
最
近
で
あ
り
、
県
か
ら
市
へ

の
受
入
契
約
が
Ｈ
30
年
８
月
だ

っ
た
た
め
。

産
業
建
設
（委員）
幡　谷
木　村
野　村
笹　目
大　槻
福　島

Ａ  

Ｈ
29
年
度
で
は
、
身
体
的
な
も
の

及
び
心
神
的
な
も
の
を
含
め
て
相

談
件
数
25
件
、
対
応
件
数
14
件
で

近
隣
住
民
や
警
察
、
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
な
ど
か
ら
の
通
報
に
よ

り
把
握
し
て
い
る
。

◎
道
路
橋
梁
維
持
管
理
に
つ
い
て

Ｑ  

地
域
か
ら
の
道
路
補
修
要
望
に
対

し
て
の
対
応
状
況
は
。

Ａ  

軽
微
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
職
員

▲産業建設常任委員会の現地視察

▲文教福祉常任委員会の現地視察


